
 
 

令和６年度  学 校 経 営 計 画 
 

１ 学校教育目標 
教育基本法にのっとり、全人的教養と社会性の啓培に努めるとともに、「質実剛健」

「自主自律」の精神を育成する。 
 
 ＜育てる生徒像＞ 
 志高く、自ら学び、考え、行動する、聡く心豊かでたくましい生徒 
 ふるさとに誇りと愛着を持つグローバル・リーダーとして、将来幅広く活躍する生徒 
 

教育方針 

  
  「質実剛健」「自主自律」の精神のもと、全人教育を基盤とし、生徒の進路実現を着 
 実に図るとともに、次代を担うリーダーとしての素養の伸長に努める。 
 
 （１）真理を愛し、幅広い知識と教養を身に付け、知性に根ざす豊かな人間性を培う。 
 （２）主体性を持ち、他者と協働する態度や、自他敬愛の念を育てる。 
 （３）心身の調和のとれた成長を図るとともに、よりよい社会生活を築こうとする態度 
   を育てる。 

 （４）個性を伸ばし、自己の確立に努めるとともに、高い志を持ち、進路実現や目標の 

   達成に粘り強く取り組む姿勢を養う。 

 （５）ふるさとに誇りと愛着を持ち、グローバルな視野で社会の発展に積極的に寄与す 

   るリーダーとしての資質・能力の伸長を図る。 
 
２ 学校の特色 

本校は、普通科（１・２学年４学級・１６０名、３学年５学級・２００名)と理数科学
科・人文社会科学科(全学年２学級・８０名)を併設した学級体制である。生徒の多くは、
４年制国立大学への進学を希望し進路実現に向けて、学習等に取り組んでいる。 
  急速なグローバル化やＡＩ・ＩｏＴ等の技術革新が進展する新たな時代に対応し多  
方面で活躍できる人材が求められるなか、社会の発展に積極的に寄与するリーダーと  
しての資質や能力を高め、未来を切りひらく人間力の育成を目指している。課題研究  
等の探究的活動を積極的に取り入れ、思考力、判断力、表現力の伸長を図るとともに、 
これらの活動や学校行事、部活動、地域貢献活動等をとおして、主体性を持ち、他者  
と協働して学ぶ態度の育成とバランスのとれた全人教育を行う。 
 
３ 学校の現状と課題 
   社会の急速な変化に伴い、学校を取り巻く環境も大きく変化している。「質実剛健」 
 「自主自律」の精神を培い、高い志を持ち、困難な課題にも粘り強く挑戦し、自らの   
 進路を切り拓く心豊かでたくましい生徒を育成する必要がある。そのため、以下６つ   
 の観点を重点事項とし、一層の教育充実に努めていきたいと考えている。 
 
（１）（授業改善の推進） 生徒の優れた能力を引き出すため、主体的・対話的で深い学びにつ  
           ながる授業改善と指導方法の研究に努める。 
（２）（自学自習の定着） 授業と自学自習のサイクルで、効果的に学力の向上を図る。 
（３）（進路意識の向上)  ３年間を見通した計画的・継続的なキャリア教育、進路学習等を行う。 
（４）（多様な支援の充実）校外の教育力を有効に活用し、個々の実態に応じた支援に努める。 
（５）（自主活動の充実）  豊かな人間性を培う生徒の主体的な取り組みを促し、支援する。 
（６）（グローバル・リーダーの育成）社会の発展に寄与するリーダーとしての資質の伸張を図る。 
 







 

 

 

 



  



 

 

 

 

 



 



  


